
 

夏休みが終わって、子どもたちの学校生活が始まりました

校 長 尾後貫 智 

6月 26日水曜日。ニューデリー日本人学校に元気な子どもたちが戻ってきました。今年のインドは 5月中

旬から 6月中旬までずっと 1 日の最高気温が４０度を超える猛暑が続いていました。休み明けの子どもたち

の表情はどうかなと少し気になっていましたが、朝の全校朝会で元気に体育館に集った子どもたちの姿を見

て安心しました。まだ休み気分がぬけきれていない子どもたちもいるようでしたが、スイッチを学校生活の

リズムに切り替えていけるようにしていけたらと思います。まだまだ暑い日が続きますので、熱中症等には

十分気をつけて学校生活を送れるように指導していきたいと思います。 

昔から「言葉には不思議な力が宿る」と考えられています。このことは、信じる信じないにかかわらず、

結婚式の時や受験の前には不吉なことを連想させる言葉は控えるものです。これは、言葉が相手に悪いイメ

ージを植え付けないように配慮するからです。ある研究によると、人はネガティブな言葉を聞くと、脳のや

る気スイッチがオフになってしまうといわれています。だから、救急医療の現場では「仕方がない」「無理」

といったネガティブな言葉を発することを禁止する病院もあるそうです。急患を助けるために、無理をして

でも全力を尽くさなければならない現場で、誰かが「仕方がない」「無理だ」などの言葉を発すると、その現

場スタッフのやる気スイッチがオフになってしまい、助けられたはずの患者も助からないからです。 

また、サッカーの試合などでも１点差で負けていて、後半も残り時間わずか。そんな時、誰かが、「ラスト

ワンプレーで絶対に追いつこう！」と言うか「もう無理だよ。絶対追いつけない。」と言うかで、結果に大き

な違いが生まれると思います。そのようなあとひと踏ん張りといった状況に、学校や家庭生活の中でよく出

くわすことがあります。教師や親からの子どもたちへの声かけ、子どもどうしの声かけの中で発する言葉が、

やる気を増幅させるか、その場の雰囲気を前向きにするかどうかにかかわる重要な要素になると思います。

私たち子どもの周りにいる大人は、子どもたちが日々前向きに取り組めるような愛ある言葉がけをしていき

たいものです。 

今年も夏休み中に学校のプールを開放しました。約ひと月間でのべ 94 ご家族の方が利用されていました。

(プール利用日誌から)そして、8月 7日、8日には校内で水泳の記録会が行われる予定です。子どもたちが昨

年の記録よりも少しでも上達できるよう指導していきます。 

また、7月 26日に予定している「ようこそＪＡＰＡＮ☆ＤＡＹ」というＢＢＳ校（Blue Bells school）

との国際交流活動に向けて全校が動き出しています。今年も現地の子どもたちと直接交流できる有意義な行

事にしていきたいと考えています。 
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◆児童生徒在籍者数（７月１日現在） 

 小 1 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ スーリア 計 

男子 ８ １５ １5 １６ １１ １６ １4 １3 １２ 1 １２１ 

女子 １７ １９ １1 １３ １７ １８ 9 １３ ３ ０ １２０ 

計 ２５ ３４ ２６ ２９ ２８ ３４ ２3 ２6 １５ 1  ２４１ 

夏休み明け集会・ナマステの会
５月 29 日からの夏休みが終わり、6 月 26 日の学校朝会には、元気な笑顔が戻ってきました。校長先

生の「夏休み前にお話しした“マイルール”つくりましたか？守れましたか？」の質問には低学年の児童

たちが元気に手を挙げていました。 

新しい仲間を迎えるナマステの会では、6 人の転入生に歓迎の花輪をかけて迎え、転入生からはそれ

ぞれの抱負を伝えてもらいました。７月にも転入生が来ます。 

職員異動について ～通訳スタッフ～

午後からの通訳スタッフとして勤務していたマニヤ・スーリさんが退職

され、7 月からはグルガオンにある会社で勤務されます。また、お見掛けす

るかもしれませんね。代わって、午後の通訳スタッフとしてスリシュティ・

タネジャさんが来られます。 

標準学力検査（CRT）の結果を返却しています
4 月１７日に G2～G9 対象に行った標準学力検査 CRT の結果が返ってきました。学習指導要

領に準拠した観点に基づいて各々の学力や学習状況をとらえられる検査となっており、今後の

授業や個々の学習にいかしていく参考となります。児童生徒に配布した個票をご確認ください。 

中学部体育科武道授業～空手～

中学保健体育の教育課程では武道の単元がありま

す。今年度は、教員の帯同家族に空手の名手がいらっ

しゃるので、ゲストティチャーとして迎え、型のみな

らず、「礼に始まり、礼に終わる」「左座右起」「正中線」

など礼儀作法や体のつくり、理念などについても詳し

く説明していただきました。慣れない正座で子どもた

ちも気を引き締めて取り組んでいました。 


